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平成２３年度 取組事例（概要）

国土交通省公共事業コスト構造改善プログラム



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【 施策名： Ⅱ 計画 設計 施工の 適化 【１】 計画 設計の見直し 施策８】

交差点の道流方式見直しによるコスト縮減交差点の道流方式見直しによるコスト縮減

【 施策名： Ⅱ．計画・設計・施工の 適化 【１】 計画・設計の見直し 施策８】

工事名：南家裏道路改良工事
概 要：交差点の道流方式を内回り形式から外回り形式に変更することにより、

本線ボックスの延長が短縮

効 果：
・国道45号上北道路の上を横断する県道折茂上北町停車場線の交差点道流方式を内回り形式から

外回り形式にすることにより、本線ボックス延長を２９．４ｍ短くすることを実現。
・工事費を４２３百万円から２９０百万円に改善。

（改善額 １３３百万円、改善率 ３１．４％）

【従来】内回り形式 【新】外回り形式
至：青森

国道45号上北道路

至：東北町 至：青森

国道45号上北道路

至：東北町

県道：折茂上北町停車場線

至：七戸町

県道：折茂上北町停車場線

至：七戸町

国土交通省 東北地方整備局 青森河川国道事務所

至：八戸

N

ボックスカルバート L=52.0m ：交差点道流方式の形状
N

至：八戸ボックスカルバート L=22.6m



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【施策名 Ⅱ 計画 設計 施工の最適化 【１】計画 設計の見直し 施策８ 】

計画高見直しによるコスト改善計画高見直しによるコスト改善

【施策名： Ⅱ．計画・設計・施工の最適化 【１】計画・設計の見直し 施策８ 】

工事名：熊本３号湯浦地区法面１工区工事
概 要：完成形の下り線の計画高を見直すことで、抑止力などの低減により、

アンカーの本数、切土量を減らすことでコスト縮減となった。

効 果

・抑止力などの低減により、アンカーの本数、切土量を減らすことでコスト縮減と
なったなった。

・工事費を、２０３百万円から１３６百万円に改善
（ 改善額 ６７百万円 改善率 ３３．０％ ）

【従来】計画高見直し前 【新】計画高見直し後

ｱﾝｶｰ長 ：19m（平均）
ｱﾝｶｰ本数 ：122本

ｱﾝｶｰ長 ：19m（平均）
ｱﾝｶｰ本数 ：76本ｱﾝｶ 本数 ：122本

切土量 : 6,500m3
ｱﾝｶ 本数 ：76本
切土量 :5,000m3 

見直し後の下り線 見直し後の下り線

上り線
上り線

国土交通省 九州地方整備局 八代河川国道事務所

従来の下り線 従来の下り線

り線



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【 施策名：Ⅱ計画・設計・施工の 適化 【１】計画・設計の見直し 施策９ 】

現地発生土砂の利用によるコスト縮減現地発生土砂の利用によるコスト縮減

【 施策名：Ⅱ計画・設計・施工の 適化 【１】計画・設計の見直し 施策９ 】

工事名：野門第５砂防堰堤工事
概 要： （従来）コンクリート堰堤 ⇒ （新）ダブルウォール堰堤

効 果
・現地発生土砂を堰堤中詰めに利用し、コンクリートの使用量を削減

・工事費を、２３８．７百万円から９５．１百万円に縮減
（縮減額 １４３ ６百万円 縮減率 約６０ ２％）（縮減額 １４３．６百万円、縮減率 約６０．２％）

国土交通省 関東地方整備局 日光砂防事務所

従来（コンクリート堰堤） 新（ダブルウォール堰堤）



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【施策名：Ⅱ計画・設計・施工の 適化【1】計画・設計の見直し 施策10 】

事業名：鉄道事業

高架橋雨水排水を排水樋方式から調整枡方式に変更

概 要： （従来） （新）
排水樋＋水路改修 調整枡排水

効 果：①高架橋の雨水排水を排水樋方式より 縦引排水＋調整枡方式に変更することで効 果：①高架橋の雨水排水を排水樋方式より、縦引排水＋調整枡方式に変更することで、
放流先の既存排水路の改修費の改善を図った。

②工事費を７.４億円から２.６億円に改善
（改善額４.8億円 改善率 約６４％）（ ）

（新）（従来）

鉄道・運輸機構



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【 施策名： Ⅱ 計画・設計・施工の 適化 【２】 施工の見直し 施策１１ 】

工事名： 十勝川改修工事の内 育素多地区南二十線地先河道掘削工事

河道掘削土（泥炭）の農地への有効活用による縮減河道掘削土（泥炭）の農地への有効活用による縮減

いくそた

工事名： 十勝川改修工事の内 育素多地区南二十線地先河道掘削工事
概 要： 河道掘削により発生する泥炭については、堤防盛土材等に利用できないため

廃棄物処分としていたが、農地圃場への活用によりコスト縮減を図った。

・泥炭を廃棄物処分する場合の工事費８８０百万円から３８６百万円に縮減。
（縮減額 ４９４百万円、縮減率約５６％）

効 果：

・泥炭は含水比が高く高繊維質で空隙が大きいため、施工性や品質確保の観点から堤防材料として利用できない。
そのため、泥炭を農地圃場の土壌改良材として活用することにより、廃棄物処分に要するコストを縮減した。

泥炭を農地圃場に活用することで 堅密な土壌 膨軟化による耕起作業性や保水力 向上等 改良効果が図られる

河道掘削施工状況 泥炭確認状況 農地搬入状況 泥炭客土後の作物

・泥炭を農地圃場に活用することで、堅密な土壌の膨軟化による耕起作業性や保水力の向上等の改良効果が図られる。

国土交通省 北海道開発局 帯広開発建設部



「公共工事コスト構造改善プログラム」
【施策名： Ⅱ計画 設計 施工の 適化 【２】施工の見直し 施策１１】

重金属溶出基準超過発生土の不溶化によるコスト改善重金属溶出基準超過発生土の不溶化によるコスト改善

【施策名： Ⅱ計画・設計・施工の 適化 【２】施工の見直し 施策１１】

うまおい

工事名：道央用水(三期)農業水利事業 道央注水工馬追トンネル建設工事
概 要：【従来】発生土の 終処分 ⇒ 【新】発生土の不溶化処理による再生利用

効 果：

うまおい

効 果：

重金属を含むトンネル掘削土を建設廃棄物処理に替えて、不溶化剤を混ぜ再生利
用することで工事コストの改善を図った。
工事費を、１ １２３百万円から５３０百万円に改善工事費を、１，１２３百万円から５３０百万円に改善
（ 改善額 ５９３百万円 改善率 約５３％ ）

重 金 溶 出 試 験重 金 溶 出 量 試 験

不 溶 化 剤 添 加 量 決 定

不溶化剤混合 かくはん不溶化剤混合・かくはん

重 金 確 認 試 験

再 生 利 用

従来： 終処分 新：不溶化工法

国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部

再 生 利 用



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【施策名：Ⅱ 計画 設計 施工の 適化 【3】 民間技術の積極的な活用 施策12 】

工事名 和田山八鹿道路上谷トンネル舗装工事

スリップフォーム工法の採用によるコスト改善スリップフォーム工法の採用によるコスト改善

【施策名：Ⅱ 計画・設計・施工の 適化 【3】 民間技術の積極的な活用 施策12 】

工事名：和田山八鹿道路上谷トンネル舗装工事
概 要：【従来】プレキャスト円形水路 ⇒ 【新】スリップフォーム円形水路

効 果
を さ が を連続的 構築 プ 機を導・型枠を滑動させながら同一断面の円形水路を連続的に構築するスリップフォーム機を導入し、

従来のプレキャスト円形水路に比べ、型枠設置・製品運搬・据付作業に掛かるコストが縮減され、
安価となるためコスト改善を図れた。

・工事費を ４１４百万円から３９９百万円に改善工事費を、４１４百万円から３９９百万円に改善
（改善額 １５百万円 改善率 ３．６％）

【従来】プレキャスト円形水路 【新】スリップフォーム円形水路
施工イメージ施工イメージ 生コン運搬 生コン運搬

工場製造

型枠設置

ミキサー車

工場製造

型枠設置

コンクリート打設

コンクリート養生

製品運搬

コンクリート打設

コンクリート養生

製品運搬

・一定規模以上の施工延長に有効
（豊岡の事例の場合、L=２２０m以上で、

スリップフォーム工法がコスト面で有利
となった。）

スリ プフ ム機によ て円形水路の断面

国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所

製品運搬

据付

製品運搬

据付

・スリップフォーム機によって円形水路の断面
を構築しながら打設するため、型枠の設置・
製品運搬及び据付作業が縮減！



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【 施策名：Ⅱ計画・設計・施工の 適化 【3】民間技術の積極的な活用 施策１４ 】

トンネル照明の新技術の採用による数量削減トンネル照明の新技術の採用による数量削減

【 施策名：Ⅱ計画・設計・施工の 適化 【3】民間技術の積極的な活用 施策１４ 】

工事名：①．平成２３年度第一鳴門トンネル他照明設備更新工事
②．平成２３年度塩生ＴＮ（下り）トンネル照明設備更新工事

概 要：上記トンネル照明設備更新工事において、標準化された新技術照明器具の採用
により照明率の高効率化から設置灯具数が削減でき コスト削減が図れたにより照明率の高効率化から設置灯具数が削減でき、コスト削減が図れた。

効 果：標準化された新技術照明器具の採用によるコスト削減
低圧ﾅﾄﾘｳﾑ灯（基本・入口照明）８１４灯から、
蛍光灯（基本照明）＋ｾﾗﾐ ｸﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞ灯（入口照明）４２４ 灯へ変更蛍光灯（基本照明）＋ｾﾗﾐｯｸﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄ 灯（入口照明）４２４ 灯へ変更
■工事費を92百万円から71百万円に縮減
（縮減額２１百万円 縮減率22.6％）

従来 更新従来 更新

写真 写真
蛍光灯のＴＮ内写真

本州四国連絡高速道路株式会社



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【 施策名： Ⅱ 計画・設計・施工の 適化 【４】社会的コストの低減 施策15 】

高密度配置型散気装置の採用高密度配置型散気装置の採用

【 施策名 Ⅱ 計画 設計 施工の 適化 【４】社会的 ストの低減 施策15 】

工事名：大和川下流流域 狭山水みらいセンター 生物反応槽機械設備工事
概 要：従来は標準型散気装置を採用していたが、今回はより効率的な高密度配置型

散気装置を採用した

効 果
工事費概算は 従来：１６４｡０百万 円 ⇒ 今回：１６５．６百万円とほぼ同額であるが、
・消費電力量の削減が期待できる

（１年間で約２００万円程度の削減、改善率は約２０％）
・温室効果ガス(CO2)の削減が期待できる

（１年間で約３０万円程度の削減、改善率は約２０％）

標準型散気装置 高密度配置型散気装置

大阪府



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【 施策名：Ⅲ．維持管理の 適化 【2】戦略的な維持管理 施策２１】

工事名：風波橋耐震補強外工事

橋梁下部工検査路のメッキの仕様変更橋梁下部工検査路のメッキの仕様変更

工事名：風波橋耐震補強外工事
概 要：【従来】溶融亜鉛メッキ ⇒【新】溶融亜鉛アルミ合金メッキ

効 果： ・通常の溶融亜鉛メッキに比べ２～１０倍の耐食性能がある。
・塩害による腐食の激しい海岸沿いの橋梁検査路に使用し 検査路の更新時期を延伸・塩害による腐食の激しい海岸沿いの橋梁検査路に使用し、検査路の更新時期を延伸。

従来 新

工 法 溶融亜鉛メッキ 溶融亜鉛アルミ合金メッキ

耐用年数 １０年 ３０年耐用年数 １０年 ３０年

投資額（評価期間３０年） １２百万円 ３．９百万円

コスト改善額 ８．１百万円 縮減率 ６７．５％

【従来】溶融亜鉛メッキ 【新】溶融亜鉛アルミ合金メッキ

国土交通省 北陸地方整備局 高田河川国道事務所

検査路の腐食



「公共事業コスト構造改善プログラム」
【 施策名：Ⅲ 維持管理の 適化 【２】戦略的な維持管理 施策２２ 】

灯浮標の交換周期の延伸灯浮標の交換周期の延伸

【 施策名：Ⅲ 維持管理の 適化 【２】戦略的な維持管理 施策２２ 】

事業名：航路標識整備事業
概 要：（従来）交換周期２年 → （ 新 ）交換周期４年

効 果：

○ 塗装等の長寿命化を図り、灯浮標の交換周期を従来の２年から４年に変更するこ
とにより、定期交換回数が削減され、ライフサイクルコストの縮減が図れる。

初期投資 維持管 費を ／年か ／年 縮減■初期投資・維持管理費を、１，１１６千円／年から７１４千円／年に縮減

（ 縮減額 ４０２千円 ／年 縮減率 約３６％ ）

２年 ２年 ２年 ２年 ２年 ２年

交
換

交
換

交
換

交
換

交
換

従来
年 年 年 年 年 年

４年 ４年 ４年

交 交新 定期交換作業

海上保安庁 交通部

交
換

交
換

新

灯浮標

定期交換作業


